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第２四半期業績予想数値と実績数値との差異及び  

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 2023 年５月 15 日に公表いたしました 2024 年３月期 第２四半期（累計）連結業績予想数値（2023 年４月

１日～2023 年９月 30 日）と、本日公表の実績数値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたしま

す。あわせて、2024 年３月期 通期連結業績予想（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日）を下記の通り修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記  

 

１．2024 年 3 月期第 2 四半期(累計)業績予想との差異（2023 年 4 月 1 日～2023年 9 月 30 日） 

（１）連結業績予想数値との差異                  (単位：百万円)  （単位：円） 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 13,300 △50 △90 △150 △9.97 

実績値(B) 13,063 △409 △421 △253 △16.62 

増減額 (B-A) △237 △359 △331 △103 ― 

増減率 (％) △1.8％ ― ― ― ― 

(参考) 前期実績 

(2023 年 3 月期 

第２四半期累計) 

12,674 △688 △423 △1,071 △71.20 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）個別業績予想数値との差異          (単位：百万円)  （単位：円） 

 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 4,500 50 25 1.66 

実績値(B) 4,429 △187 △500 △32.78 

増減額 (B-A) △71 △237 △525 ― 

増減率 (％) △1.6％ ― ― ― 

(参考) 前期実績 

(2023 年３月期 

第２四半期累計) 

4,430 △50 △23 △1.55 

 

２．2024 年３月期通期業績予想の修正（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

（１）連結業績予想数値                      (単位：百万円)  （単位：円） 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 26,000 200 120 20 1.33 

今回修正予想(B) 26,500 50 △150 △150 △9.68 

増減額 (B-A) 500 △150 △270 △170 ― 

増減率 (％) 1.9％ △75.0％ ― ― ― 

(参考) 前期実績 

(2023 年 3 月期) 
25,461 △1,687 △1,528 △2,858 △189.97 

 

（２）個別業績予想数値              (単位：百万円)  （単位：円） 

 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 9,000 100 50 3.32 

今回修正予想(B) 9,200 50 △600 △39.27 

増減額 (B-A) 200 △50 △650 ― 

増減率 (％) 2.2％ △50.0％ ― ― 

(参考) 前期実績 

(2023 年３月期) 
8,749 △463 △3,908 △259.74 

 

３．差異の理由  

2024 年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、個

人消費に回復がみられましたが、売上回復の遅れ、継続する原材料費、光熱費、物流費の高騰、人手不足に

よる人件費関連コストの上昇により売上高、利益ともに前回発表予想を下回りました。 

通期連結業績予想につきましては、定期的な新メニュー投入、営業時間の延長による集客機会の確保、全

店舗の QSC 改善による顧客満足度向上、不採算店舗の退店等を実施することにより第 3 四半期以降の業績の

回復を見込みますが、当第２四半期連結累計期間までの進捗状況を勘案した結果、売上高、利益ともに上記

のとおり修正いたします。 

なお、個別業績予想数値との差異についても、連結と同様の要因によるものです。 

 

以 上 


